
 

１　背景と課題　～「改革の必要性‐未来への責任と教員の働き方改革‐」～ 

学校部活動は、少子化や教員の負担増加などの課題を背景に、在り方を見直し、地域と連携した新たな仕組みづくり

が求められている。令和７年９月に実施したアンケート調査の結果からは、保護者・生徒・教員それぞれに多様な意向

や不安があることが分かった。 

　学校部活動の地域展開においては、教員の負担軽減を図る一方で、未来を担う子どもたちのスポーツ・文化芸術活動

の環境をよりよくすることが大切である。 

　学校を含め、地域で子どもを育てる方法を、各学校、市役所関係課、関係団体（協会）等と連携し、構築していく。 

 

２　三沢市が目指す姿　…「ＭＩＳＡＷＡスタイル」‐子どもたちのWell-Beingを実現する新しい部活動のかたち‐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　ロードマップ 

 

 

※令和７年９月時点で、三沢市内１・２年生５５０名のうち約１５％（８０名程度）が地域クラブ活動（民間の

クラブ含む）に所属している。（例えば、ある競技が令和８年度に地域展開し、新たに３０名の生徒が地域ク

ラブ活動の所属になると、５％増えて展開率は合計で約２０％となる。） 

 

４　オール三沢の連携体制　…３つのアクションプラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校】・・・（３）働き方改革の推進 

　・部活動実施日の縮小　→例えば平日３日、週休日１日、活動時間は２時間程度 

　・複数校による合同実施、複数顧問制の導入 

　・部活動指導員を中心とした指導体制（平日と休日の一貫指導、大会引率体制の緩和） 

　　→原則、休日の全ての学校部活動において地域展開の実現を目指す

 《 三沢市 中学校部活動の地域展開に係る推進計画の概要 》　　　　令和７年１１月 

「参加する、楽しむ」のピラミッドをより整備し

ていくことで、三沢市の中学生がスポーツ・文化芸

術活動を続けられる環境づくりを目指す。

部活動の地域展開に伴う様々な変化を、「ＭＩ

ＳＡＷＡスタイル」の実現に向けた絶好の機会

と捉え、よりよい環境を創出する。

①学校部活動
②部活動指導

員体制

③地域クラブ活動 
民間のクラブ

令和１０年度への挑戦　～地域クラブ活動への展開率３０％（毎年５％の推進）～

【スポーツ系→市民スポーツ課／文科系→生涯学習課】・・・（１）地域クラブ活動の受け皿拡大 
・各競技団体へ周知・地域クラブ活動の運営主体の募集

【学校教育課】・・・（２）課題と対策の整理・指導員体制の整備 
・部活動地域展開連絡協議会の運営 

　・部活動指導員の派遣 
　・指導者対象研修会の開催（事故・暴言暴力等の防止）

三沢市の 
文化・価値 

Value

スポーツ・文化芸術活動をする「楽しさ」と「学ぶ」 

（グラスルーツ）

よりよいプレーを追究する楽しさ

Well-Being 
のスポーツ・ 
文化芸術活動

勝利を追求 
する楽しさ
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令和２年～ 令和８年～

「新しい活動のスタイル」 

…効率化と質の向上の両立


